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　前報Dにおいて癌死亡の地域分布は胃癌，子宮癌とも都
市に高率であり，農，漁村は部分的には高率な死亡率を示
す町村を含むが，一般的に低く，都会化傾向が発癌の重要
な誘因であることを認めたので，本報では地域の都郵的関
係を都市，野業地帯，農村，漁村の4群に分け，都榔別に
癌死亡を観察した。
　さらに社会経済的因子の1つとして，職業をとりあげ，
癌死亡に及ぼす職業の影響を観察した。
　　　　　　　　資料及び研究方法
A）資　料
　前報1）と同様，北海道における昭和23～27年の5年聞
の人口動態調査死亡票を用い，また各市町村の人口動態と
社会経済的標識の資料としては，昭和23～27年の北海道
市町村勢要覧（北海道庁統計課）を用いた。
B）研究方法
　11都榔別訂正死亡率及び年齢別死亡率：’癌死亡を全
部位合計似下全癌と略す〉，及び各部位の癌について，都
　　　　　　　　　　　　ロ市，麟業地帯，農村，漁村，の4群に分け，年令構成の訂
正死亡率及び年令別死亡率を算出した。計算に用いた人口
及び標準人口は全て前報1）と同様である。
　また各群の産業区分は各回町村の産業別人口の比率に従
って区分した。
　2）都鄙別，各部位癌の対全癌死亡比1　都鄙の癌死亡
に及ぼす影響を観察するため，前述の訂正死亡率，年齢別
死亡率の他に，各部位癌の対三三死亡比（％）を算出した。
　3）職業の癌死亡に及ぼす影響：　職業別人口及びその
職業馴の年齢構成が不明で，癌の職業別死亡率の算出が不
可能であるから，瀬木2）に従い，本業者の舅子について，「
各部位癌の対戦癌死亡比（％）を用いて，職業の癌死亡に及
ぼす影響を観察した。
研究成績
　1）都鄙別訂正死亡率＝全癌死亡は男女ともFig．　1～2
の如く，者肺に最も高率であり，鉱業地帯，農村，漁村の
順に低下している。これを性別に観察すれば，男子は女子
よりもいずれの群においても高率である。次に各部位別に
観察すると，消化器癌においては，男は全癌と同様，都市
に最も高く，磯業地帯，農村，漁村の順に低くなっている。
また女においても，都市と麟業地帯の差は男の場合ほど著
明ではなくまた各群とも男よりも低率であるが，ほぼ男と
同様の傾向が見られる。
　子宮癌は都市にのみ高率であり，その他の群ではいずれ
も低率である。
　乳癌は都市に最も高率であり，磯業地帯，農村の順に低
いが，漁村は農村よりもやや高率である。
　呼吸器癌は男では乳癌の場合と同様に，都市に最も高率
であり，以下鉱業地帯，農村の順に低くなっているが，漁
村は農村よりも高率を示す。女は漁村が最も高く，都市，
鉱業地帯，農村の順に低下している。性別には，男は女よ
りも各群とも高率である。
　2）都鄙別年齢別死亡率二　全癌について，都榔別年齢
別死亡率を性別に比較するとFig．3の如く男はほぼ各年
齢を通じて，都市が最も高率であり，鉱業地帯，農村，漁
村の順に低い。また一般に年齢が進むにつれて死亡率は上
昇し，70才で最高に達し80才以上に．なると反って低下す
るが，低下の度合は漁村，農村，鉱業地帯，都市の順に著
しい。
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Table　1．　Cancer　Mortality　by　UTban　and　Rural　（The　Ratio　of
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　女子においても都市鉱業地帯は農漁村に比して各年齢を
通じて高率であるが，高年齢層における各群の低下の度合
の差異は男子の場合ほど著明ではない。
　また性別に観察すれば，各群とも20～40才では女子は
男子よりも高く，それ以外の年齢では女子は男子よりも常
に低い。
　消化器癌も全癌と同様，男女ども各年齢を通じて，都市，
鉱業地帯は農村，漁村に比して高率を示している。また男
女とも年齢が増すに従い死亡率は上昇し，70才でほぼ最高
に達するが，80才以上では，都市，鉱業地帯においては僅
かながら上昇するに反し，農村，漁村では反って低下す
る。
　子宮癌及び乳癌についてはFig．4の如く，各年齢を通じ
て，都市は農村よりも高率である。しかし消化器癌の場合
と異なり，40才までは急激に増加するが以後緩徐となり，
60才で最高に達する。
　呼吸器癌については，例数不足のため不規則性が大であ
るが，男女とも各年齢を通じて，都市は農村よりも高率で
ある。
　3）都鄙別，各部位癌の封全癌死亡比：　各部位癌の対
全心死亡比を都鄙別にTable　1に示したが，消化器癌は男
女とも鉱業地帯が最も高率を占め，都市は農村に比し少な
い。
　呼吸器癌は消化器癌と異なり，男女とも漁村に高率であ
り，都布は農村に比し多い。
　口腔癌は男では農村に多く，女では漁村に多い。
　泌尿器癌は男では農村，漁村に多く，都市，鉱業地帯に
少ないが，女では逆に農村，漁村に少なく，都市，鉱業地
帯に多い。
　皮膚癌は鉱業地帯は男女とも高率であり，白血病も蕨業
　　　　　　　　　．地帯に多い。
　弐に消化黙癌を細分し，臓器別に観察すると，食道癌は
男は都市に多く，女は漁村に多い。しかし鉱業地帯は男女
とも少ない。
　直腸癌は男女とも農村に多く，都市に少ない。また胃癌
は男女とも鉱業地帯に多く，漁村に最低であり，都市は農
村に比し，胃癌は少ない。
　肝癌は男では都市，漁村に多く，農村，鉱業地帯に少な、
いが，女では逆に都市，漁村に少なく，農村，鉱業地帯に』
多い。
　4）職業と癌死亡：　都市，麟業地帯，農村，漁村の在
住者匹ついて（小都市，半農半漁村在住者を除く），職業別
の各部位癌の対全癌死亡比を見ると，Tablel　2の如く，消
化器癌は農業，漁業の如き’原始的職業に従事するものは，
公務自由業，工業の如ぎ2弐的職業に従事するものに比し
て高い。
　この傾向は胃癌において最も著明であり，農，漁業は商，
工，交通，公務自由業等に比して高率である。
　しかし肝癌は胃癌とは逆に原始的職業に従事するものは
低率を示している。
　食道癌も肝癌と同様の傾向があるが，直腸癌は特に傾向
を認めない。
　呼吸器癌は肝癌と同様，農，漁業等の原始的職業に従事
するものは，商，工，公務自由業の如ge　2…突的職業に従事
するものよりは低率であり，この傾向は肺癌において著明
である。肋膜，縦隔癌も同様であるが，喉頭癌はこの傾向
は著明でない。
　5）都鄙別，職業別の各部油鼠の劃全癌死亡比：　面謝
の都鳥によって，その地域の住民の従事する職業が異なる。
それ故職業と癌死亡との聞に前述の如き関係が成立すると
すれば，前述の如き都鄙別の癌死亡率の差は実は職業の差，
即ち職業別分布の差のみに帰するものかも知れない。
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　それ故，賃に都榔の癌死亡に及ぼす影響を観察しようと
するならば，各職業について都鄙と癌死亡の関係を考察せ
ねばならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　TabIe　3に各職業について，都榔別の各部位癌の対隅癌
死亡比を示したが，消化器癌は各職業とも農村，漁村は都
市，鑛業地帯よりも高い6この傾向は胃癌において特に顕
著であるが，肝，食道癌ともほぼ同様の傾向がある。しか
し直腸癌は逆に農村，漁村の：方が，都市，礪業地帯に比し
て低い。
　さらに二呼吸器癌に」つV・・rC見ると，消化器癌とは逆に．都市，
鉱業地帯に高率となっている。
　6）癌死亡の職業別，年齢構成：　胃癌死亡について職
業別年齢構成を心尽1別に観察すれば，Fig．5の如く，農
業，商業，工業のいずれにおいても年齢構成は都鄙によっ
て差異は認められない。
考 按
』Spiegelman3）は米国における1940年の癌死亡に基き’，
癌死亡率を都榔別に観察している。
　即ち年齢構成の訂正死亡率を都市を100とした場合の榔
の値を以って比較しているが，全癌においては性，人種，
婚姻状態の如何に拘わらず都市は高率であり，この傾向は
部位別に消化器癌，性器癌，乳癌その他の部位の癌につい
ても同様に見られると述べている。
　我々の成績も全くこれに一致しており，都市，鉱業地帯
は農村，漁村に比して翠雨とも高率である。
　しかし同時にSpiegelman3）は性による差異は都市にお
いては農村よりも小さいことを述べているが，我々の成績
ではそのような傾向は見られなかった。
　弐に年齢別死亡率について，Spiegelman零）は年齢の増加
に伴なう死亡率の上昇率は入口が少なくなるに従って低下
すると述べているが，我々の成績でも高年齢層の死亡率の
低下は都市より農村になるに従い甚だしい。
　高年齢膚の死亡率の低下について，瀬木L’）は日本及び米
国の有色人種にのみ見られ，欧米各国では年令が増すに従
い，死亡率は上昇することを才旨暫して，日本におけるこの
現象は癌の診断の正確性の問題にもよるであろうが，内因
的な民族的体質差或は生活環境の相異に由来する点も否定
出来ないと述べている。
　しかし癌の診断の最も正確な都市が高年齢層の死亡率の
低下が少なく頗業地帯，農村，漁村の順に診断の正確度の
悪くなるにつれて，低下の度合が甚だしくなる点から，人
種的な特徴と考えるよりは癌の診断の正確性によるもので
はないかと考えられる。
　また都市，鉱業地帯では各部位癌とも全年齢を通じて農
村，漁村よりも高率であることより，一般的な都会的環境
が発癌の誘因として作用していることを示すものと考えら
れる。
　次に都黒門の各部位癌の対全凸凹．亡比であるが，都市は
農村に比して消化器癌は少なく，呼吸滞癌が多い。これは
部位決定因子4）の存在を考慮すれば極めて興昧あることと
思われる。
　また漁村が男女とも呼吸器癌が多いのは原因は明かでな
いが地響ある事実と考えられる。
　職業と発癌の関係は煙突掃除夫のタールによる皮膚癌，
アニ．’）ン色素工場職工の膀胱癌5）等が有名であるが，外因
が明かなだけに癌の発生原因論に対して最も有力な鍵を提
供して来た。またMarch6）は放射線科医師は白血病に罹
り易いと述べており，また日本においても平山7）は東京都
の死亡票による調査成績に基き’，肺癌，上顎癌と金属工業，
膀胱癌と化学工業の関係を述べている。
　また瀬木2）は各部位癌と職業との関係を，職業別の各部
位癌の対全癌死亡璋を三って観察している。しかし石田8）
も述べている如く，職業と癌死亡の関係を解析する場含に．
は，職業環境そのものによるものか，或は職業に附随する
経済的因子によるものかを区別することは困難である。
　瀬木2）の成績と我々の調査成績を比較すれば，胃癌，十
二指腸癌においては瀬木は農業が高率であり，公務自由，
交通，鉱業に低く，農夫が米を多食して胃に機械的刺激を
与える習慣が原因ではないかと述べているが，我々の成績
もほぼこれに一致する。しかし鉱業は寧ろ高率を示してい
る。
　次に肝癌について瀬木は鉱業に特に．多いと述べているが
我々の成績では農業，漁業に吹ぎ寧ろ低く，公務自由業，
交通業に多い。
　食道癌は瀬木ば商業に多く，公務自由業に少ないと述べ
ているが，我々の成績では商業も公務自由業と同様に少な
く，鉱業に高率を示している。
　また直腸癌について瀬木は公務自由業に多く，農業，漁
業に比較的少ないと述べているが，我々の成績でもほぼ同
様，公務自由業，工業に多く，漁業に少ないが，農業では
かなり多くなっている。
　さらに瀬木は文化程度と関聯させて考えれば，欧米に少
ない胃癌が農業に多く，逆に欧米に多い直腸，肛門癌，膵
癌が公務自由業に．多いことは，文化程度と関聯があるので
はないかと述べているが，我々の成績醤まぼこれに一致し
ており，文化程度と発癌の間には，亜：要な関聯があるもの
と考えられる。
　さらに呼吸器癌について瀬木は，商業，公務自由業，鉱
業に多く，農業に少なく，概して生活程度の高い階級に多
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く発生しており，また鉱業が多いのは鉱物性粉塵を吸入す
る鉱夫の一種の職業病とも考えられると述べているが，我
々の成績も全くこれに一致しており，生活水準と発癌との
関係を暗示するものと考えられる。
　このように職業が発癌因子として作用することが明かで
あるから，都鄙によって職業分布に差異がある点を考慮す
れば，前述の都轟別の観察結果はその地域の職業の分布に
大き’く影響されることは疑いない。
　それ故，眞；に都鄙の発癌に及ぼす影響を見るには職業の
影響を除いて観察しなければならない。この意昧において
は，各職業毎に都鄙別に観察するのが最も妥当であろう。
　各職業毎に各部位癌の対秘記死亡比を用いて都鄙を比較
すれば，消化器癌の中，胃，肝，食道癌は同じ職業に従事
するものでも都市，面立地帯に少なく，農村，’漁村に多い。
これに反し直腸癌は逆に都市，暗主地帯に高率である。
　これは都鄙の食習慣，生活水準と関聯があるものと思わ
れる。
　また呼吸器癌も直腸癌と同様，各職業についても都市，
膿諜地帯に多く，農村，漁村に少なく，ガス発生画工の肺
癌9）に明らかな如く，タ1一ル系物質を含む粉塵，煤煙等の
都会的環境が呼吸器癌の発癌の大きな因子となっているこ
とは疑いない。
　しかも癌死亡者の年齢構成は例えば胃癌について見れば
胃癌の多い農業，少い商業，工業においても，都鄙による
差異は認められず，年齢構成の差異が前述の都榔別の差に
影響を及ぼしているとは考えられない。
　以上社会経済的因子の中，集団的標識として都鄙を，個
人的標識として職業をとりあげ，発癌との関係を考察して
来たが，Pellerio），　Dornub，　Clemmesen12），平山7）等は生
活水準そのものと発癌との関係を見ており，低社会層に胃
癌，子宮癌が多く，上流階級には乳癌が多いことを述べて
いる。これは特定の発癌因子にふれる機会が特定の群に多
いためであろうと考えられる。即ち，これらの社会経済的
因子が発癌因子そのものを直接的，1弐的に表わすことは
少なく，発癌因子を聞接的に表示している場合が多いもの
と思われる。例えば低社会層の栄養の欠陥，食習慣，多産
の傾向等が，胃癌，子宮癌の発癌因子として作用し，この
ような社会的因子との関係として表われているものであろ
う。この意味において，社会経済的因子と発癌との関係は
癌の発生原因論においてのみならず，癌の予防対策上，極
めて重要な意義を有するものと考えられる。
結 論
　社会経済的因子の発癌に及ぼす影響を考察するため，癌
死亡と都鄙及び職業との関係を観察し，次の結果を得た。
　1）全癌及び各部位癌鞘化器癌，子宮癌，乳癌，呼吸器
癌）とも，年齢構成の訂正死亡率は都市，鉱業地帯は農村，
漁村よりも高率であり，この傾向は男女ともほぼ同様であ
る。
　2）年齢別死亡率は各年齢を通じて都市，鉱業地帯は農
村，漁村よりも高率である。
　また年齢別死亡率の高年齢層の低下の割合は農村，漁村
は都市，鉱業地帯よりも甚だしい。
　3）各部位癌の対全癌死亡比では，都市は農村に比し，
消化器癌は少なく，呼吸羅癌が多い。また漁村は呼吸器癌
が男女とも多い。
　4）消化器癌は農業，漁業の如き原始的職業に従琳する
ものに多く，公務自由業，工業の如き2次的職業に従事す
るものに少ない。この傾向は胃癌に著明である。
　5）呼吸器癌は消化器癌とは逆に，原始的職業に従事す
るものは2次的職業に従事するものより低率であり，この
傾向は肺癌において著明である。
　6）癌死亡と都梛との関係に及ぼす職業の影響を除くた
め，各職業毎に，都鄙別，各部版画の対当癌死亡比を観察
したが，消化器癌は都市，鉱業地帯は農村，漁村よりも少
ないが，直腸癌のみは逆に都市，鉱業地帯に多い。
　また呼吸器癌は直腸癌と同様，都市，鉱業地帯に多い。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔fi召禾030．9．2受f寸）
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Summary??
　　　　In　this　report，　cancer　rnortalities　‘by　urban　and　rural’　are　observed　and　occupational
cancer　mortalities　are　also　studied　statistically．
　　The　results　obtained　are　as　follows．
　　　　1）　A　higher　age－adjusted　death　rate　in　both　cancer　of　all　sites　and　separate　sites
are　seen　in　city　and　coal－mine　as　compared　to　that　in　farm　and　fishing　villages．
　　This　phenomenon　is　recognized　in　both　sex　equally．
　　　　2）　A　higher　age－specific　death　rate　is　seen　in　city　and　coal－mines　as　compared　to
that　in　farm　and　fishing　villages，　regardless　of　age．　The　said　rates　in　older　ages　decline
sharply　in　farm　and　fishing　villages　as　compared　to　same　in　city　and　coal－mine．
　　　　3）　lt　was　noted　that　those　engaged　in　primary　occupations　such　as　agriculture　and
fishery　have　a　higher　liability　of　contracting　cancer　of　the　digestive　organs，　especially
gastric　cancer，　as　compared　to　those　engaged　in　secondary　occupations　such　as　public
ofricials　and　manufacturing　industries．
　　　　4）　Contrary　to　the　above，　in　cancer　of　respiratory　system，　especially　lung　cancer，
those　engaged　in　primary　occupations　suffer　less　than　those　engaged　in　secondary　occu－
pations．
　　　　5）　The　ratios　of　cancer　of　each　site　against　cancer　of　all　sites　in　each　occupations
are　investigated　in　order　to　determine　and　eliminate　occupational　influences．
　　　　Cancer　of　digestive　organs　with　the　exception　of　cancer　of　rectum　which　shows　a
reverse　phenomenon　are　seen　less　in　city　and　coal－mine　as　compared　to　farm　and　fishing
villages．
　　　　Contrary　’to　the　abQve，　cancer　of　respiratory　system　is　prominent　in　city　and　coal－
rnine．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Sept．　2，　1955）
